
 

 

チャレンジファンドとは…
学生が自ら率先して活動し、成長していくプロセスをCCCが応援する仕組みです。
活動資金の援助や交流の場の提供などを通して、学生の社会貢献活動を支援しています。

NOWNOW

各団体紹介・活動内容はCCCの

ホームページチャレンジファンド

ブログでチェック★



 ７月 10 日 ( 日 ) に東山動植物園で「なごやであそび隊」を行い

ました。名古屋に来ている被災者の家族を招いて、園内をまわり

ました。学年・学部に関わらず多くの学生が携わり、準備をしま

した。当日は、植物を使った名札作りや、キリンへの餌やりなど

普段できないことをし、子ども一人ひとりにスタッフが付くことが

出来たので、参加された方にも喜んでいただけました。最後のレクリエーションも楽しんでいただけたので、

私もとても嬉しかったです。　　　　　　　　　　　　　　　
 　初めて企画からイベントを作ってみて、大変なことや分からないこともた

くさんありました。しかし、当日スタッフ全員が頑張っている姿や、参加し

た子どもたちが動物と触れ合っているでいる様子を見て、本当にやって良かっ

たと思いました。

　今後も東日本大震災に対して自分の出来ることを考えていきたいです。み

なさんも、何かしたいと思ったらＣＣＣで考えてみませんか？

極楽苑　高齢者外出ボランティア極楽苑　高齢者外出ボランティア

　5月27日（金）の午後、私は極楽苑の高齢者外出ボランティアに参加させていただきました。極楽苑でのボランティア参加は

3回目となります。今回の外出ボランティアでは、平針にある「農業センター」に利用者さんと一緒に行きました。農業センター

には牛や豚などの動物がいて、また、季節の植物が栽培されていました。利用者さんは7名ほど参加されており、普段より多く

感じられました。

　現地に到着後、車いすを押しつつ利用者さんとおしゃべりをしながら園内を回りました。売店でお買い物をしたり、ベゴニア

園を回ったりしました。途中坂道や段差があり、車いすを押していくのに苦労しました。途中でベンチに座ってソフトクリーム

を食べがてら休憩をしました。過ごしやすい天候だったので気持ちよかったです。

　利用者さんはいろんな方がいました。おしゃべりが好きな方、少し話すのは苦手だがにこにこしている方、せっかちで「帰ろ

う」という方…。私たちが普段友人と話すときのようにはうまくコミュニケーションが取れないので、なかなか大変でした。しか

し、意思疎通が図れたとき、ものすごい達成感を覚えました。利用者さんの多くは、普段なかなか一人で外出ができないので、

この外出は楽しみのうちの一つであるようでした。帰りの際に、「一緒に来ることができて楽しかったです。ありがとう。」と言っ

てもらえてうれしかったです。また、次回の外出ボランティアも参加したいと思います。

東日本大震災支援東日本大震災支援

 

社会福祉法人 高針福祉会　極楽苑　伊藤様より

す。

　はじめまして。デイサービスセンター極楽苑の伊藤と申します。ＣＣＣの学生さんは、外出支援のボランティアとして

いつも参加して下さります。デイサービスの利用者さんは学生さんを自分の孫と重ね合わせるので、とても生き生きと

話されます。学生さんの存在はご利用者の日々に生活に変化を与え、若いパワーを与えてくれるので、スタッフの

側にしてもありがたいものです。初めてお会いする方ばかりでどんなことを話せば良いか困ってしまうかも

しれませんが、元気な挨拶と笑顔があれば大丈夫です。あまり緊張せずに接してくださいね。

　デイサービスは夏祭り、敬老会、クリスマス会と多くの行事を開催します。

外出だけでは物足りない人は、他の行事への参加もお待ちしています。今後とも、よろしくお願いします。
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　ビジネス学部の学生が、長野県農家の厳しい経営状況を

知 り、地域を活性化し、新たな野菜の付加 価値を生み出すために設立されました。 

　メンバー構成は、４年生５名、３年生５名、２年生８名の計１８名です。

　「本来なら流通しないものを流通させる」つまり、規格外の野菜を利用して、 

長野県の名物となるスイーツを生み出す取り組みを行っています。これにより野菜

の廃棄処分を減らすことでエコ化を目指します。

    現在の活動は、長野県農家と大量消費地である名古屋でのニーズのマッチングを

図るため、アンケートの実施や、製品開発のアイディアを得るため、野菜スイーツの

試食会などを行っています。

   

　やはり学生生活をアメリカで過ごしたことですね。76年に交換留学生としてアメリカへ渡り、そこから70年代

後半はアメリカで過ごしました。アメリカで教わったことは、積極的に行動するということです。

　授業では、発言すれば印象もよくなり、成績は良くなる。旅先の宿泊でも、こちらの希望を言えば、部屋を変え

てくれる。また、積極的に友人を求めれば、友人はできる。もちろん彼女もです（？）。自分の考えを持ち、それを

　　　　　　　　　　　　　　　主張するという姿勢がアメリカの生活では大事だと思います。
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てくれる。また、積極的に友人を求めれば、友人はできる。もちろん彼女もです（？）。自分の考えを持ち、それを

　　　　　　　　　　　　　　　主張するという姿勢がアメリカの生活では大事だと思います。

学生へ一言♪

五島先生が大学時代に夢中になったこと（現在に繋がっていること）は何ですか？

　CCCの活動に興味を抱いている学生の皆さん、積極的に学外の人たちと

関わり合いを持ちましょう！いろいろな人たちと関わることで、様々な経験を

します。そのようなプロセスを通じて自分自身をもっと理解しましょう。

　CCCの活動に興味を抱いている学生の皆さん、積極的に学外の人たちと

関わり合いを持ちましょう！いろいろな人たちと関わることで、様々な経験を

します。そのようなプロセスを通じて自分自身をもっと理解しましょう。

 グループ名の由来は、今や世界的人気のLady GaGaのように、

形にとらわれず常に新しい事に挑戦する姿から、私たち自身も

新たな価値を生み出そうという意味が込められています。

 

 



 

　　　他にもいろんな活動をしている学スタがたくさんいます！

　　　きっと、こういった活動を通じて、自分の “良さ” をたくさん発見できるはずです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学スタはそんな皆さんをサポートします！！

　　　他

　　　　　　　

学スタを始めて2か月．．．CCCによりたくさんの人が
来てくれるように、みんなで頑張っています！
最近は夏休みにできるボランティアを探しに来てくれる
学生が増えてきました。より多くの学生にCCCを活用
し、充実した大学生活にしてもらいたいです★
CCC学生スタッフ：塩崎未来(交流文化学部2年)

ボランティア情報を紹介したり、チラシを作ったり、学生の皆さんが参加できる企画をしています。   

1.  「キャンプ報告会」
2.  「知りたい、伝えたい、震災のコト
        ～『六ヶ所村ラプソディ』から原発を知ろう～」
 3.  「教えてグッディ！　
         ～介助犬について皆で勉強しよう～」
 4.   「なごやであそび隊
        ～東山動物園へ行こう！～」   
5.   「JICAに行こうツアー」           
　　　             etc...

・ワークキャンプ
・日本語教室サポート
・国際ボランティア
・災害支援活動

・スポーツ大会（現在計画中！　企画段階から参加してくれる人大歓迎です☆）
・DECOスクール　
・トワイライトスクール（学校現場で生徒サポート）
・ボランティアイベントのスタッフ　　etc...

編集後記編集後記

　皆さんの活動をサポートする学生たちです☆

皆さんと同じ大学生という立場なので、気持ちも理解しあえる

と思います。

　環境系、国際系、子ども関係などなど…いろんな活動に参加

している学スタがたくさんいるので、話を聞いてみると楽しい

し、色んな発見ができるかもっ（＾－＾）♪

気軽に足を運んで話しかけてみてください★

その他にも、学スタはそれぞれいろんな活動をしています！！その他にも、学スタはそれぞれいろんな活動をしています！！


